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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月30日(2021.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測定物と試薬とが混合した反応液を収容可能な反応容器と、
　照射光を所定の入射偏光として前記反応容器に照射する照射手段と、
　前記反応容器から射出される射出光を測定する測定手段と、
　前記測定手段から取得される特定の偏光成分の信号を処理して前記測定物を分析する処
理手段と、を有し、
　前記特定の偏光成分は、前記反応液の条件に基づいて決定されることを特徴とする自動
分析装置。
【請求項２】
　前記測定手段は、前記射出光のうち任意の偏光成分を選択する偏光選択手段と、前記任
意の偏光成分の前記射出光を測定する検出手段と、を有し、
　前記処理手段は、前記反応液の条件に基づいて、前記任意の偏光成分から前記特定の偏
光成分を有する前記信号を抽出して処理することを特徴とする請求項１に記載の自動分析
装置。
【請求項３】
　前記入射偏光は直線偏光であり、
　前記任意の偏光成分は、前記入射偏光の偏光方向に垂直な偏光成分または前記入射偏光
の偏光方向に平行な偏光成分の少なくとも一方を含むことを特徴とする請求項２に記載の
自動分析装置。
【請求項４】
　前記処理手段は、前記反応液の条件に基づいて選択された偏光成分を用いて前記反応液
の凝集度を求めることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の自動分析装置
。
【請求項５】
　前記処理手段は、前記信号の強度または前記信号の時間変動の少なくとも一方に基づい
て前記信号を処理することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の自動分析
装置。
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【請求項６】
　前記処理手段は、
　前記測定物と前記試薬とを混合した反応開始時の前記信号である第１の信号と、反応開
始後の任意の時間経過後の前記信号である第２の信号とを比較し、
　前記第１の信号に対する前記第２の信号の変化に基づいて前記測定物を分析することを
特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の自動分析装置。
【請求項７】
　前記反応液の条件は、前記反応液の初期条件を含むことを特徴とする請求項１乃至６の
いずれか１項に記載の自動分析装置。
【請求項８】
　前記反応液の前記初期条件は、前記測定物のサイズまたは濃度の少なくとも一方に基づ
いて決定されることを特徴とする請求項７に記載の自動分析装置。
【請求項９】
　前記反応液の前記初期条件は、前記試薬のサイズ、濃度、前記試薬の種別、または、検
査の測定項目の少なくとも一つに基づいて決定されることを特徴とする請求項７または８
に記載の自動分析装置。
【請求項１０】
　前記反応液の条件は、前記反応液の反応途中の条件を含むことを特徴とする請求項１乃
至９のいずれか１項に記載の自動分析装置。
【請求項１１】
　前記特定の偏光成分は、前記信号の変化が前記反応液の反応開始後からの時間経過に応
じて大きくなるように決定されることを特徴とする請求項１０に記載の自動分析装置。
【請求項１２】
　前記照射光が前記反応容器に入射するときの入射軸に対して前記射出光が前記反応容器
から射出する角度を散乱角とするとき、前記測定手段は、前記散乱角の角度範囲を制御し
て前記射出光を測定することを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の自動
分析装置。
【請求項１３】
　前記測定手段は、前記反応液の条件、前記測定手段により測定される前記射出光の偏光
成分、前記信号の強度、または、前記信号の時間変動の少なくとも１つに基づいて、前記
角度範囲を設定することを特徴とする請求項１２に記載の自動分析装置。
【請求項１４】
　前記測定手段は、前記角度範囲を所定の角度範囲に限定して、前記入射偏光の偏光方向
に垂直な偏光成分または前記入射偏光の偏光方向に平行な偏光成分の少なくとも一方の前
記射出光を測定することを特徴とする請求項１２または１３に記載の自動分析装置。
【請求項１５】
　前記測定手段は、前記射出光のうち任意の偏光成分を選択する複数の偏光選択手段を有
し、
　前記複数の偏光選択手段は、互いに異なる前記散乱角に対応する位置に配置されている
ことを特徴とする請求項１２乃至１４のいずれか１項に記載の自動分析装置。
【請求項１６】
　前記測定手段は、アレイセンサを有することを特徴とする請求項１２乃至１５のいずれ
か１項に記載の自動分析装置。
【請求項１７】
　前記測定手段は、前記入射偏光の偏光方向に垂直な偏光成分の前記射出光を測定して前
記垂直な偏光成分の２次元強度分布データを取得し、
　前記処理手段は、前記２次元強度分布データを処理することを特徴とする請求項１６に
記載の自動分析装置。
【請求項１８】
　前記処理手段は、
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　同一の前記散乱角に相当する前記アレイセンサの複数の画素位置でそれぞれ測定された
複数の信号を含む測定データを生成し、
　前記複数の信号から前記測定データに対して設定された閾値を超える信号を除去して処
理を行うことを特徴とする請求項１６または１７に記載の自動分析装置。
【請求項１９】
　前記測定手段は、
　前記アレイセンサの画素単位で前記射出光のうち任意の偏光成分を測定し、
　前記任意の偏光成分に対応する前記信号が飽和しないように前記信号の出力を変化させ
て測定を行うことを特徴とする請求項１６乃至１８のいずれか１項に記載の自動分析装置
。
【請求項２０】
　前記照射手段は、前記照射光を所定の変調周波数で時間的に変調し、前記所定の変調周
波数の参照信号を利用して前記照射光をロックイン検出することを特徴とする請求項１乃
至１９のいずれか１項に記載の自動分析装置。
【請求項２１】
　前記入射偏光は直線偏光であり、
　前記測定手段は、前記直線偏光に対して０度、４５度、９０度、１３５度のそれぞれの
偏光成分の前記射出光を測定し、
　前記処理手段は、前記信号から直線偏光度を算出し、前記直線偏光度に基づいて処理を
行うことを特徴とする請求項１乃至２０のいずれか１項に記載の自動分析装置。
【請求項２２】
　前記処理手段は、前記信号の自己相関関数を算出し、前記自己相関関数の緩和速度を評
価して前記信号の時間変動を解析することを特徴とする請求項１乃至２１のいずれか１項
に記載の自動分析装置。
【請求項２３】
　前記処理手段は、前記入射偏光の偏光方向に垂直な偏光成分を有する前記信号の時間変
動を解析することを特徴とする請求項１乃至２２のいずれか１項に記載の自動分析装置。
【請求項２４】
　前記測定手段は、前記入射偏光の偏光方向に垂直な偏光成分および前記入射偏光の偏光
方向に平行な偏光成分の前記射出光を測定し、
　前記処理手段は、前記垂直な偏光成分を有する前記信号から算出された緩和時間と、前
記平行な偏光成分を有する前記信号から算出された緩和時間とを比較して前記信号の時間
変動を解析することを特徴とする請求項１乃至２３のいずれか１項に記載の自動分析装置
。
【請求項２５】
　測定物と試薬とが混合した反応液を収容した反応容器に、照射光を所定の入射偏光とし
て前記反応容器に照射する照射ステップと、
　前記反応容器から射出される射出光を測定する測定ステップと、
　前記測定ステップで取得された特定の偏光成分の信号を処理して前記測定物を分析する
処理ステップと、を有し、
　前記特定の偏光成分は、前記反応液の条件に基づいて決定されることを特徴とする自動
分析方法。
【請求項２６】
　測定物と試薬とが混合した反応液を収容した反応容器に、照射光を所定の入射偏光とし
て前記反応容器に照射する照射ステップと、
　前記反応容器から射出される射出光を測定する測定ステップと、
　前記測定ステップで取得された特定の偏光成分の信号を処理して前記測定物を分析する
処理ステップと、をコンピュータに実行させるプログラムであって、
　前記特定の偏光成分は、前記反応液の条件に基づいて決定されることを特徴とするプロ
グラム。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　（第２の変形例：アレイセンサを活用した散乱光分布測定）
　次に、本実施例の第２の変形例について説明する。反応液１３１から射出される光は、
非散乱成分の透過光と、単体のラテックス粒子やその凝集体によって散乱された散乱光と
を含む。特に反応液１３１が低濃度の場合、前者は後者に対して強度が非常に大きい。従
って、アレイセンサで反応液１３１からの射出光をそのまま受光すると、透過光の強度が
大きすぎて、通常のアレイセンサではダイナミックレンジが足りず、散乱光強度を測定す
るのが非常に困難になる。これに対し、本変形例のように、偏光解消成分の射出光を受光
するように偏光フィルタ（偏光選択手段）を設置することで、非散乱光をカットできる。
その結果、散乱光のみをアレイセンサで受光できるため、上記のようなダイナミックレン
ジ不足の問題が解消される。従って、アレイセンサで受光した測定結果から、散乱光の空
間的な分布を解析することが可能になる。
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